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プ ロ グ ラ ム 委 員 会

ＪＲホテルクレメント高松

担 当 者 例 会 場

卓 話 ： 「 私 の 実 践 ＜ 新 た な 挑 戦 ＞ 」 吉 岡 会 員

客話：働き方改革実現のための『あしたの人事評価』：(株)あしたのチーム 第三営業部部長 堤 雄三 様

今週のプログラム 第 ２ ３ １ ０ 回 月 ２７１ 日

職 業 奉 仕 委 員 会担 当 者 例 会 場

先週のプログラム 第 ２ ３ ０ ９ 回 月 ２０１ 日

例会場

高松市浜ノ町1番1号
TEL(087)811-1111

事務所
高松市西の丸町10-15
 高松ホテル旅館料理協同組合内

TEL(087)851-2661 FAX 851-2662http ://www.88club .com/rc/2016pdf/01-27.pdf

例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 (第１例会のみ 18:30～19:30)

今週の週報はこちらで見ることが出来ます。(Adobeのアクロバットリーダーが必要です)

ゼ ラ ニ ウ ム 、 花 言 葉 は “ 慰 め ”

琥 珀 ( a m b e r ) 、 宝 石 言 葉 は “ 誰 よ り も や さ し く ”

誕 生 花

誕 生 石

１月２７日 今日は何の日 今日生まれの有名人

国旗制定記念日・国際追悼デー・仏壇の日

1880年　エジソンが白熱電球の特許申請
1951年　米・ネバダ核実験場で初の核実験

1922年　林由郎
1832年　ルイス・キャロル
1756年　モーツァルト

1966年　三田寛子
1960年　清水ミチコ
1935年　小山明子

ＪＲホテルクレメント高松

会長挨拶

・ いよいよアメリカのトランプ大統領が就任いたします。新しい歴

史が始まろうとしています。

先日訪問したヤンゴンロータリークラブの木下様からメールが届

いております。我々が寄贈した、浄水装置の写真も届いており

ますのでご覧になってください。

私たちのロータリークラブも５０周年に向けて動き出します。今夜

も、５０周年についていろいろと討議を行います。大変ですが皆

様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

先週お休みでお渡しできておりませんでしたが、この度ご入会の

反田先生にロータリーの７つ道具をお渡しさせていただきます。

・ 我がクラブの友好クラブの水戸南ロータリークラブ親善訪問のご

案内です。３月９日(木)～１０日(金)に訪問します。ちょうど偕楽

園の梅の見頃でもあります。ぜひ多くの方々のご参加をお待ち

しております。よろしくお願いします。

幹事報告

・ 毎年恒例であります、高校生・大学生の次年度の短期交換留

学のお知らせです。

アメリカのニュージャージーとの短期交換留学のお申込み、３月

１０日が締め切りとなっています。ご希望の方がおられましたら、

よろしくお願いいたします。

次年度に向けて報告・泉谷会長エレクト

鏡 原 会 長 挨 拶 村 上 幹 事 報 告 泉谷会員エレクト報告 卓話：吉岡会員

・ 吉岡職業奉仕委員長は、経営する社会福祉法人光寿会の考

え方、そして将来に向けて語っていただきました。

特別養護老人ホームあかねの経営理念「私たちは利用者のよ

ろこびを誇りとし、地域の人々に愛され、事業と共に成長し社会

に貢献します。」についてお話しいただきました。

そして、これからやるべきこととして「定期巡回・随時対応型訪問

介護看護サービス」と介護分野の外国人技能実習生の人材開

発を重点的に実施して行ことを新たな挑戦として目指すお考え

を映像などを交えご説明いただきました。

卓話：「私の実践　＜新たな挑戦＞」　吉岡会員

我 等 の 生 業

我等の生業さまざまなれど
集いて図る心は一つ
求るところは平和親睦
力るところは向上奉仕
おおロータリアン　我等の集い



 1月31日(火) 高松東RCは12:00高松市美術館に変更

例会変更

プログラム委員会担 当 者 例 会 場

フリートークデイ

次週のプログラム 第 ２ ３ １ １ 回 月 ３２ 日

ニコニコＢＯＸ

合計５件

本 日 の 合 計

2 0 1 6 - 2 0 1 7 年 度 累 計

2 4 , 0 0 0円

7 0 0 , 5 0 0円

五木会、多数の御参加ありがとうございました。
２日酔大丈夫ですか？

藤田

植田さんへ。焼菓子ありがとうございました。 末峰

入会致しましたので宜しくお願いします。 反田

遅刻 ２件

ＪＲホテルクレメント高松

ロータリー：変化をもたらす

それは、地域社会と世界に変化を生みだしたいという願い、
そして、ロータリーを通じてそれを実現できるようになった人
が集まった組織だということです。「ロータリーとは何です
か」という問いに、私たちは行動をもって答えます。
奉仕を通じて変化をもたらすことによって。

組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何をするのかを
世界に理解してもらうことが、いかに重要であるかを認識し
ています。同時に、各クラブがロータリー奉仕を独自に定義
することが、かつてないほど重要であると自覚しています。
ロータリアンである私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブ
の例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと多くの
女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会の特色をクラブ
に映し出すことに力を注いでいます。長期の計画、持続可
能な奉仕、全レベルでのリーダーシップの継続性を重視す
ることで、ロータリーが世界有数のボランティア組織であり続
けるよう努力しています。

私にとってロータリーとは、「どのような団体か」ではなく、「何
をしているか」で定義されます。すなわち、ロータリーが私た
ちに与えてくれる可能性、そして、その可能性を有意義か
つ持続可能な奉仕によって実現する方法によって、定義さ
れるのです。ロータリーには、112年の豊かな歴史がありま
す。この間にロータリーは、徐々に成長し、成熟し、会員と
地域社会の変わりゆくニーズに対応しながら、ある意味で大
きく変わりました。しかし、その根底にあるものは同じです。

2017-18年度国際ロータリー会長

イアン H.S.  ライズ

数年前、知り合った人からある質問をさ
れました：
「ロータリーとは何ですか？」シンプルで
あるはずのこの質問に答えようと口を開
きかけたところで、思わず止まってしまい

ました。どこから説明してよいか分からなかったのです。ロー
タリーとは何かを、私が知らなかったわけではありません。
問題は、ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に
説明できないことでした。ロータリーとは、会員制の団体、ク
ラブを基盤とした団体、奉仕を行う団体であり、町ごと、地域
ごと、そして全世界で活動する団体です。その会員は、地
域社会のメンバー、事業人、職業人であり、現役で仕事を
する人もいれば、定年退職した人もいます。そして、世界の
ほぼすべての国で活動しています。120万人の会員一人ひ
とりが、独自の目標と優先を掲げ、一味違った経験をしてい
ます。一人ひとりが、ロータリーを独自の解釈で理解してい
るのです。

出席報告 出席委員長：浅原尚彦
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/

/

/

出 席 者 数

出 席 率

最終出席率

5 2名

2 8名

5 6 . 0 0％

9 2 . 1 6％7 4 . 5 1％

出席規準数 /

/

/

→

欠 席 者 数

ビ ジ タ ー

5 0名

2 2名

0名

1月 6日

メイクアップ

高松東ＲＣ 1月17日 浅原 福本 岡村 辻 石丸 山崎 江島
伊藤 藤田

高松北ＲＣ 1月16日 池上 石井 岡田(定) 藤田 泉谷

・佐野会員を名誉会員とする件・・・了承

・ＲIの規定審議会を受けクラブ定款、細則の改訂

に関し協議し、その結果細則に付いてはＲIの

特例案を取らない事を決め、従って週1の例会

を堅持する事とした。

  また入会金の廃止を決めた。

 今年1月から施行。全文西クラブホームページに

掲載する。

・水戸南ロータリークラブ親善訪問に持参するニ

コニコと訪問団への助成金を前回並みに行う

件・・・了承

2 0 1 6 - 2 0 1 7年度　理事会報告

日　時

場　所

出席者

議　題

2017年1月20日(金)13時30分～

ＪＲホテルクレメント高松　３Ｆ例会場

鏡原、野口、吉岡、稲井、泉谷、金光、村上

2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という問いに、私た
ちは「ロータリー：変化をもたらす」というテーマで答えます。
それぞれどのような方法で奉仕することを選んだとしても、そ
の理由は、奉仕を通じて人びとの人生に変化をもたらせると
信じているからです。新しい遊び場や学校をつくる、医療や
衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研修するな
ど、私たちはその活動が、人数が多かろうが少なかろうが、
誰かの人生をより良くしているのだと知っています。ロータ
リー入会のきっかけが何であれ、私たちがロータリーにとどま
り続けるのは、ロータリーで
充実感を得ることができる
からです。この充実感は、
毎週、毎年、「変化をもたら
す」ロータリーの一員であ
ることから湧き出てくるもの
なのです。


